

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第１図　ハソガリー人口分布図（一部）Ｂｕdapest Cartographia 1963 による
　　　IGU PopulationCommission（1/1,000,000）方式による。
　　　左上にドナウ川に臨んでブダペスト（人口177万人），北部の工業化を進めて
　　いる地域と南部の農業地域とが人口の大小，分布状態で対照される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　－14－
　
一
点
の
価
値
　
一
九
六
二
年
七
月
、
ウ
ィ
ｌ
ス
バ
万
ア
ン
に
お
い
て
開
か
れ
た
委
員
会
の
席
上
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
ル
オ
ッ
コ
〔
戸
一
口
0
8
0
〕
博
士
と
ベ
ル
ギ
ー
、
正
確
に
言
え
ば
Ｅ
Ｃ
Ｃ
の
コ
ル
モ
ス
（
I
.
B
.
F
.
K
o
r
m
o
s
s
）
博
士
と
の
間
で
激
論
が
は
じ
ま
り
、
両
々
な
か
な
か
譲
ら
な
か
っ
た
。
既
に
一
九
六
〇
年
い
ら
い
の
委
員
会
に
お
い
て
、
一
〇
〇
万
分
の
一
人
口
分
布
図
は
｀
（
備
村
部
を
点
描
（
ｄ
ｏ
ｔ
）
都
市
部
を
球
積
（
芯
ｒ
ｓ
）
で
表
現
す
る
こ
と
を
決
定
し
ゾ
理
学
的
問
題
や
都
市
農
村
の
区
分
の
検
討
も
終
っ
て
い
た
。
都
市
を
現
わ
す
球
（
黒
く
塗
り
つ
ぶ
す
）
の
直
径
は
次
の
式
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
、
ま
た
農
村
人
口
を
現
わ
す
黒
点
は
二
〇
〇
人
を
単
位
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
今
一
つ
の
大
事
な
決
定
は
、
右
の
数
値
を
実
質
的
な
都
市
人
口
に
よ
る
こ
と
、
農
村
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
町
村
大
字
）
で
は
な
く
、
ク
ラ
ス
タ
ー
（
り
ｌ
ｌ
）
の
人
口
に
分
解
す
る
こ
と
、
即
ち
、
形
態
的
な
集
落
を
採
る
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ｄ
=
０
.
５
＾
１
０
　
ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ
＾
ｔ
啓
司
附
強
涛
拓
○
凧
崩
〈
自
分
　
旦
統
啓
司
心
〕
居
勁
ト
ロ
　
右
に
対
し
て
ル
オ
ッ
コ
博
士
よ
り
長
打
人
口
を
示
す
一
点
の
示
す
人
口
を
一
〇
〇
〇
人
単
位
と
す
る
よ
う
修
正
が
求
め
ら
れ
た
。
著
者
の
理
解
で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
カ
ン
パ
ニ
ア
、
ト
ス
カ
ナ
は
人
口
一
万
に
も
達
す
る
密
集
し
た
農
業
集
落
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
ミ
ラ
ノ
、
ト
リ
ノ
を
中
心
と
す
る
工
業
的
人
口
の
集
中
が
著
し
い
こ
と
。
同
様
な
地
域
は
ス
ペ
イ
ン
、
イ
ン
ド
平
原
、
中
国
東
南
部
等
に
も
存
在
す
る
。
原
案
の
ま
ま
で
進
め
る
と
地
図
は
黒
点
や
球
が
団
塊
状
と
な
っ
て
判
別
し
に
く
く
な
り
、
も
し
ル
オ
ッ
コ
説
に
従
う
と
す
れ
ば
、
北
欧
な
ど
の
分
散
し
た
人
口
の
地
域
の
正
し
い
表
現
が
不
可
能
に
な
る
。
　
委
員
長
と
マ
イ
ネ
ン
教
授
（
固
だ
Ｆ
ｊ
ａ
）
〔
ド
ィ
ッ
地
誌
学
研
究
所
長
〕
は
次
の
基
準
に
基
く
試
作
図
を
提
出
し
て
、
妥
協
案
を
ま
と
め
た
。
即
ち
球
積
に
つ
い
て
は
、
混
雑
し
た
国
は
に
‥
＝
＝
こ
ふ
今
頃
則
（
Ｅ
）
　
を
用
う
る
こ
と
を
提
案
し
、
特
に
密
集
し
た
地
域
は
大
縮
尺
の
拡
大
図
か
挿
入
す
る
。
長
打
人
口
の
点
は
二
〇
〇
、
四
〇
〇
、
六
〇
〇
、
ハ
○
○
ご
と
に
見
本
図
（
第
一
図
凡
例
）
の
よ
う
－15－
に
ま
と
め
て
示
す
。
　
一
点
が
何
人
を
代
表
す
る
か
の
論
争
が
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
人
口
が
単
に
統
計
枠
に
よ
っ
て
算
え
ら
れ
た
数
量
で
は
な
く
、
そ
の
土
地
に
生
き
、
活
動
し
て
い
る
人
間
の
姿
を
正
確
に
表
現
す
る
本
来
の
目
的
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
縮
尺
を
統
一
し
、
図
形
を
同
じ
く
し
て
正
し
い
比
較
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
余
り
に
も
機
械
的
に
統
一
す
る
こ
と
は
、
人
間
居
住
(
h
u
m
a
nh
a
b
i
t
a
t
i
o
昌
の
正
し
い
理
解
を
妨
げ
る
恐
れ
も
あ
っ
た
。
委
員
会
は
地
図
を
作
る
こ
と
に
終
始
し
た
の
で
は
な
く
、
農
村
と
は
何
か
、
都
市
は
い
か
に
画
定
す
べ
き
か
、
世
界
各
地
の
生
活
様
式
は
い
か
に
あ
る
か
、
そ
れ
ら
を
数
量
化
し
簡
潔
に
地
図
化
す
る
方
法
は
如
何
に
あ
る
か
を
調
べ
て
き
た
。
　
完
成
さ
れ
た
各
国
の
人
口
分
布
図
を
比
較
し
た
印
象
を
要
約
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
○
　
日
本
は
居
住
地
が
狭
い
海
岸
平
野
や
谷
筋
に
限
ら
れ
て
お
り
平
均
的
な
密
度
も
高
い
が
、
帯
状
の
著
し
い
密
集
を
示
し
て
い
る
。
大
陸
の
多
く
の
国
々
は
密
度
が
低
い
上
に
分
布
の
地
域
的
変
化
も
著
し
く
な
い
。
　
口
　
高
い
人
口
密
集
は
古
代
よ
り
開
か
れ
た
地
中
海
沿
岸
、
東
ァ
ジ
ァ
・
南
ァ
ジ
ァ
の
デ
ル
タ
地
帯
な
ど
で
あ
る
。
農
業
人
口
の
密
集
が
歴
史
的
に
著
し
か
っ
た
上
に
、
近
年
の
人
口
増
加
率
も
高
い
。
　
目
　
人
口
は
少
数
で
あ
っ
て
も
、
乾
燥
地
の
周
辺
で
は
、
焼
畑
・
放
牧
な
ど
の
開
発
が
進
み
、
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
を
破
壊
し
て
い
る
。
　
聯
　
国
内
に
も
人
口
密
度
の
疎
密
が
あ
り
、
生
産
活
動
と
居
住
様
式
に
よ
る
違
い
が
み
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
三
　
地
域
量
の
比
較
－16－
　
位
置
量
と
地
域
量
　
経
済
地
理
学
に
お
い
て
扱
う
数
量
の
一
種
は
、
事
象
の
所
在
す
る
そ
の
位
置
に
お
い
て
測
定
さ
れ
る
人
口
絶
対
数
、
鉱
物
産
出
額
、
交
通
量
等
の
位
置
量
で
あ
る
。
加
工
さ
れ
た
量
と
し
て
は
、
人
ロ
ポ
テ
ソ
シ
ァ
ル
、
都
市
勢
力
等
が
あ
る
。
土
地
よ
り
生
ま
れ
、
土
地
に
立
ち
、
位
置
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
働
く
量
で
あ
っ
て
、
地
表
面
の
広
さ
や
区
画
と
は
係
り
な
い
。
係
り
あ
り
と
し
て
も
、
そ
れ
は
マ
イ
ナ
ー
な
関
係
で
あ
る
。
そ
の
力
の
大
小
は
棒
グ
ラ
フ
、
円
積
グ
ラ
フ
と
し
て
立
地
点
に
画
か
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
り
は
等
値
線
、
交
通
量
流
線
図
、
等
時
線
（
Ｆ
Ｑ
ｒ
ｏ
琵
）
な
ど
と
し
て
、
地
図
化
さ
れ
る
。
　
他
の
一
種
の
数
量
は
統
計
区
画
に
よ
っ
て
採
集
さ
れ
る
量
で
あ
る
。
規
模
と
し
て
は
近
隣
区
か
ら
大
陸
規
模
の
単
位
に
亘
り
、
性
格
と
し
て
は
形
式
地
区
(
f
o
r
m
a
l
a
r
e
a
)
と
し
て
の
行
政
区
画
と
実
質
地
区
（
s
u
b
s
t
a
n
t
i
a
l
a
r
e
a
)
と
し
て
の
自
然
区
画
、
社
会
区
画
等
が
あ
り
、
そ
の
種
類
は
多
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
ょ
っ
て
利
用
さ
れ
る
が
、
経
済
地
図
に
使
わ
れ
る
の
は
、
州
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
等
の
行
政
区
画
、
或
は
自
然
・
社
会
区
画
に
よ
っ
て
計
測
し
た
数
量
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
前
述
の
位
置
量
と
は
違
っ
て
、
境
界
の
枠
内
に
納
め
ら
れ
た
量
で
あ
り
、
枡
目
と
な
る
区
画
の
大
小
・
形
・
性
格
に
よ
っ
て
量
が
影
響
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
若
干
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
く
。
　
コ
ロ
プ
レ
ス
地
図
（
c
h
o
r
o
p
l
e
t
h
m
a
p
）
　
経
済
地
図
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
都
道
府
県
別
の
耕
地
率
を
率
の
大
小
に
よ
っ
て
分
類
し
、
行
政
区
画
の
中
を
色
彩
或
は
墨
の
濃
淡
に
よ
っ
て
埋
め
て
表
現
さ
れ
る
。
耕
地
率
は
区
画
に
ょ
っ
て
不
連
続
的
に
変
化
す
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
耕
地
が
隣
接
の
区
画
に
も
続
い
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
連
続
的
な
数
量
と
し
て
、
等
高
線
の
よ
う
に
、
コ
ン
タ
ー
を
引
い
て
示
す
こ
と
が
あ
る
。
等
高
線
、
等
温
線
等
は
ど
の
よ
う
に
急
激
な
空
間
的
変
化
が
あ
っ
て
も
ｘ
か
ら
一
〇
ｘ
の
間
に
は
２
Ｈ
　
Ｃ
Ｏ
　
Ｈ
等
中
間
値
が
存
在
す
る
が
、
耕
地
率
、
人
口
密
度
に
は
中
間
値
が
期
待
さ
れ
な
い
。
い
わ
ば
見
せ
か
け
の
連
続
で
あ
り
、
算
え
る
便
利
の
た
め
の
計
量
線
で
あ
る
。
こ
れ
を
等
充
線
（
i
s
o
p
l
e
t
h
l
i
n
e
）
と
－17－
第２図
呼
ん
で
、
前
者
の
等
値
線
（
i
s
o
a
r
i
t
h
x
i
m
）
と
区
別
す
る
。
　
耕
地
率
、
人
口
密
度
は
統
計
区
画
の
面
積
或
は
同
一
区
画
内
の
他
の
地
域
量
と
の
相
対
値
で
あ
る
。
統
計
区
画
の
物
理
的
な
大
小
の
み
で
な
く
、
人
口
量
な
ど
社
会
経
済
量
の
大
小
が
影
響
を
持
つ
。
行
政
に
使
用
す
る
目
的
に
は
行
政
区
画
の
数
量
そ
の
ま
ま
が
意
味
を
持
っ
て
い
る
が
、
経
済
地
図
と
し
て
は
、
区
画
の
大
小
、
性
格
の
不
均
等
性
を
除
去
し
て
考
察
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
　
東
京
及
び
周
辺
の
市
区
町
村
別
人
口
増
加
率
を
年
次
別
に
調
べ
て
み
る
。
主
要
な
傾
向
と
し
て
増
加
率
の
極
大
帯
が
年
次
の
進
む
に
つ
れ
て
、
周
辺
へ
と
移
動
し
、
い
っ
ぽ
う
減
少
率
の
深
ま
り
が
都
心
部
に
始
ま
っ
て
、
一
九
七
五
―
八
〇
年
に
は
ほ
ぼ
区
部
の
全
域
に
拡
が
っ
た
。
以
上
の
パ
タ
ー
ン
は
大
都
市
の
成
長
に
共
通
す
る
地
域
構
造
の
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
、
都
心
か
ら
ほ
ぼ
等
距
離
の
同
心
円
帯
に
あ
る
市
町
の
人
口
増
加
率
が
市
町
の
広
さ
　
（
面
積
）
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
明
か
と
な
っ
た
。
小
市
区
－18－
町
は
、
早
い
時
期
に
大
き
な
増
加
率
を
示
し
、
大
市
区
町
が
中
位
の
増
加
率
を
続
け
る
期
間
に
、
人
口
が
飽
和
し
、
一
部
で
は
減
少
に
向
う
の
で
あ
る
。
（
第
二
図
）
　
均
等
条
件
を
で
き
る
だ
け
整
え
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
方
法
が
採
ら
れ
た
。
松
井
勇
博
士
は
、
農
業
経
営
類
型
に
よ
る
日
本
の
地
域
区
分
に
お
い
て
、
小
さ
い
統
計
区
画
を
合
算
し
て
、
基
準
面
積
を
大
き
い
方
に
統
一
す
る
手
法
を
と
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
市
町
村
別
統
計
よ
り
細
分
し
た
資
料
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
小
単
位
の
も
の
を
ま
と
め
て
均
等
性
を
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
国
勢
調
査
区
」
統
計
は
そ
の
た
め
に
有
益
で
あ
る
。
ま
た
「
人
口
集
中
地
区
」
は
、
市
域
拡
張
と
合
併
の
結
果
、
意
味
を
失
っ
た
市
部
・
郡
部
の
別
に
代
わ
る
新
し
い
役
割
を
果
し
て
い
る
。
　
他
の
方
法
は
網
目
９
Ｓ
Ｆ
）
に
よ
っ
て
、
資
料
を
判
別
し
集
計
す
る
方
法
で
あ
る
。
メ
ッ
シ
ュ
は
通
常
は
方
眼
を
用
い
、
そ
の
交
点
に
お
い
て
計
測
す
る
か
計
測
方
眼
内
の
数
量
を
読
み
、
大
き
な
集
計
網
目
に
よ
っ
て
集
計
す
る
。
こ
の
方
法
は
機
械
的
に
行
わ
れ
る
便
利
は
あ
る
が
、
集
計
網
目
の
大
き
さ
、
形
、
位
置
等
を
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
か
、
間
題
は
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。
　
地
形
区
別
人
口
密
度
図
　
自
然
区
画
は
政
治
・
行
政
区
画
に
比
べ
て
、
経
年
の
変
化
が
殆
ど
な
く
、
時
系
列
的
な
比
較
を
追
う
に
有
利
で
あ
り
、
ま
た
、
自
然
の
均
等
性
を
基
礎
に
し
た
空
間
的
比
較
を
進
め
る
基
礎
に
な
る
。
そ
の
試
み
の
例
は
、
西
ド
イ
ッ
の
自
然
地
区
別
人
口
の
密
度
図
（
一
〇
〇
万
分
の
一
）
（
一
九
五
〇
）
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
日
本
で
は
総
理
府
統
計
局
に
よ
り
、
地
形
区
別
人
口
密
度
図
（
八
〇
万
分
の
一
）
（
一
九
五
五
）
が
作
成
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
作
業
に
当
っ
た
川
井
（
瀬
戸
）
玲
子
委
員
は
要
約
し
て
『
エ
ル
ド
ク
ン
デ
』
誌
に
発
表
し
た
。
〔
第
三
図
〕
　
日
本
の
人
口
分
布
、
土
地
利
用
、
農
業
経
営
等
の
地
域
的
特
性
が
地
形
に
ょ
っ
て
著
し
く
変
化
が
あ
る
こ
と
。
こ
れ
を
分
析
す
る
た
め
に
、
日
本
の
地
形
区
分
が
既
に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
最
も
基
本
的
な
分
類
と
し
て
、
低
地
、
台
地
、
丘
陵
・
山
地
・
火
山
斜
面
－19－
第３図
－20－
を
利
用
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
人
口
密
度
の
計
算
に
当
っ
て
は
都
市
（
二
四
八
市
、
五
九
一
町
）
を
省
い
た
町
村
の
人
口
の
地
形
分
類
別
密
度
を
計
算
し
図
示
し
た
。
関
東
地
方
に
つ
い
て
、
地
形
区
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。
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イ
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で
あ
ろ
う
。
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